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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
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「
ソ
ン
タ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
昨
年
の

流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
代
物
言
葉
で
あ
る
。 

 

学
園
の
国
有
地
売
却
で
「
ソ
ン
タ
ク
」
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
、
国

会
で
は
毎
日
の
よ
う
に
与
野
党
で
議
論
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
ソ
ン
タ
ク
（
忖
度
）
と
は
ど
ん
な
意
味
な
の
か
。
文
章
語
で
は
あ
る

が
、「
忖
」
は
リ
ッ
シ
ン
ベ
ン
に
現
れ
る
ご
と
く
、「
人
の
心
を
推
測
す
る
」
こ
と
、

「
度
」
と
は
、「
た
く
」
と
読
ん
で
「
は
か
る
」
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
忖
度
」

と
は
、「
相
手
の
気
持
ち
を
は
か
る
こ
と
。
推
測
」（
三
省
堂
国
語
辞
典
）
で
あ
る
。

「
作
家
の
意
図
を
忖
度
す
る
」「
得
意
先
の
意
向
を
忖
度
し
て
取
り
計
ら
う
」
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
。 

こ
ん
な
言
葉
が
流
行
る
の
は
、
相
手
に
配
慮
し
な
い
人
が
増
え
て
き
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
か
。 

 

日
本
語
に
は
配
慮
表
現
が
豊
富
に
あ
る
。
相
手
を
傷
つ
け
な
い
た
め
の
断
り
表

現
と
し
て
、「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
」
や
ス
ト
レ
ー
ト
な
も
の
の
言
い
方
を
避
け
て
、

「
～
で
は
な
い
か
と
思
う
」
の
よ
う
な
緩
和
表
現
で
も
「
ソ
ン
タ
ク
」
し
て
い
る
。 

 

先
日
や
や
混
み
合
っ
た
電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
、「
背
中
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
い
る
人
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
肩
か
ら
降
ろ
し
て
体
の
前
で
持
つ
よ
う
に
」
と
い
う

旨
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
て
き
た
。「
そ
う
だ
そ
う
だ
」
と
賛
意
を
示
し
た
く
な
っ

た
が
、
そ
ん
な
注
意
を
わ
ざ
わ
ざ
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
日

本
の
マ
ナ
ー
は
悪
化
し
た
の
か
と
寂
し
く
も
な
っ
た
。 

 

国
会
で
の
審
議
が
終
結
す
る
と
、
「
ソ
ン
タ
ク
」
も
使
わ
れ
な
く
な
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
相
手
の
気
持
ち
を
ソ
ン
タ
ク
し
な
い
人
が
ま
す
ま
す
増
え
る
の

だ
ろ
う
か
。 
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６月号 
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第200号 

あたらしい 

なかまです。 

２０１８年 オリーブ役員および係が決定しました！ 

 

代 表   恩地 

会 長   豊村 

副会長   中西 

会 計   小春・田中 

会計監査  杉山（美）・津田 

庶 務   吉田・中川・永井 

受 付   後藤・内田（千） 

図 書   中村・重松 

入 会   吉田・小春 

オリーブ通信    後藤・福井・遠藤・恩地 

まちづくりセンター 前田 

ホームページ    熊川・中川・後藤・田中（三） 

メーリングリスト  内田（栄） 

ＫＩＦＡ     恩地 

ボランティア保険  杉山（仁）・内田（幸） 

ＢＮＮ      河村、（補助）内田夫妻 

オリーブブログ   豊村 

Facebook       熊川・恩地 一年間、よろしくお

願いします。 
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オリーブ通信の資料として、恩地さんから 2016年の「滋賀県・外国人が占める割合（2016年データ」を 

いただきました。右がそのデータの一部です。比較のために、「全国の国別外国人住民の割合」と私の住む 

京都府の外国人住民の割合を添えました。さらに、今年３月のオリーブに通う学習者さんの国別人数も計算 

してもらいました。 

みなさんは、この資料からどんなことを考えますか？ 

と、丸投げして終わったのでは叱られそうだから、私の考えたことを書いてみます。 

滋賀県全体では、ブラジル人が多いんですね。これは、1990年の入管法改定以来、日系ブラジル人が多く 

来日し、群馬県、静岡県、愛知県など製造業の多い地域に定住していったことによるものだそう。滋賀県で 

は湖南市。あ、滋賀県住民のみなさんはご存知のことですよね。リーマンショック後、一旦は減少したもの 

の、また上昇傾向に。上昇傾向といえば、まだ全体に占める割合は少ないとはいえ、ベトナム人住民の増加 

が目立ちますね。特にオリーブでは、中国人を越えて、半数に迫る勢いです。これは草津市の特徴でしょうか？ 

少子高齢化の進む日本では、外国人の労働力が期待されています。政府は、慎重な姿勢で、「まずは女性や 

高齢者の労働力に期待」としていますが、将来的には製造業だけでなく、介護、農業、漁業の分野でも外国 

人労働者は欠かせないものになっていくでしょう。 

2020年の東京オリンピックを控えて、現在は日本にやってくる外国人に対する「おもてなしの英語」など 

旅行者への対応がクローズアップされています。けれども、日本に定住して働く外国人が増えるとなると、 

私たち日本語教育に携わる者の役割にも変化がありそうです。 

現在、オリーブに通う学習者さんの多くは技能実習生として３年日本に在住する人が多いですが、もし日本 

が定住する外国人労働者を受け入れることになると、私たちが教える日本語の幅も広がっていくでしょう。 

「３年間何とか日本で暮らして仕事して国に帰る」に

対して、「日本で家庭を持ち数世代暮らしていく」とな

ると、学校教育制度、地域の自治会組織、就職活動など

に順応していくスキルが必要になっていくでしょう。 

また、日本語が全く話せないまま日本に働きにやって

くる人も増えていくとすれば、いわゆるゼロ初級の人に

教える技術ももっと必要となるのでしょうか？  

そんな時代まで私は日本語教室にいるのかしら？しか

し、私の老後を外国人の介護職員さんに助けていただく

のはまちがいなさそう。よろしくおねがいします！ 
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    滋賀県で暮らす外国人 

滋賀県外国人が占める割合 
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 日本語教室  6/2(M), 9, 16, 23, 30 (５回) 

 ＢＮＮ運営委員会 6/2(土) （河村） 

 立命大生受け入れ打ち合わせ 6/7(木)（恩地） 

 まちセン全体会議 6/15(金) （前田） 

 まちセン評議員会 6/26(火)（恩地） 

先月の活動 （５月）         今月の活動予定 （６月）             

 

 

                                        

                             

  (   

●日本語教室の(M)は定例ミーティング          ●（  ）内は参加者または 参加予定者。敬称略 
                     

 

〈入会〉〈休会〉〈退会〉〈賛助会員〉 なし  
 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5/12 5/19 5/26 

生徒 32 25 22 

先生 21 21 21 

参加人数（５月） 

日本語教室   5/12, 19, 26 （３回） 

（総会があるためミーティングは無し） 

オリーブ総会＆懇親会  5/13（日） 

 

(編集後記) 

私の所属するアジア支援のボランティアの資金稼ぎとし

て、あちこちの集会で唐揚げや焼きそばを売っています。

そのときボランティアの内容を聞かれることがあります。

最近も若い男性から尋ねられ、説明すると、「なるほど、

で、あなたはどこの国の人？」と聞かれました。「え？日

本人ですが」「あ、そうですか！日本語がゆっくりで聞き

取りやすいから」 

 やってまった～（ＮＨＫ連続ＴＶ小説で話題の岐阜弁） 

これがいわゆるティーチャーズトーク。外国人に日本語を

教える時、不自然にゆっくりで明瞭な話し方をする。それ

では相手の聞き取り力が上達しないから自然に話せと日本

語教育講座でも教えられたのを思い出します。それが日常

会話にもでるとは！特に土曜日にオリーブで教えた直後の

日曜日がひどい。意識して気をつけようと反省しました。 

                     （福井） 

2018年度の日本語能力試験 

第１回試験   ７月１日（日） 

      受付終了 

第２回試験   １２月２日（日） 

   ８月中旬より申込受付開始 

帰国します！ グエン・トゥンさん（ベトナム） 

 

2015年7月に来日し、守山のダイハツディーゼルで３年間研

修しました。オリーブでは内田先生のクラスで宿題をたくさん出

してもらってＮ３、Ｎ２に合格できました。そのときとってもうれし

かったです。内田先生にはとても感謝しています。それから杉山

先生を紹介してもらいました。杉山先生の話し方の上手なのが

伝わって、私の日本語も上手になりました。 

 オリーブのみなさんにいろいろと教えてもらって勉強 

になりました。たくさんの人とコミュニケーションをとって視野

が広がりました。 

 習ったことを大切に日本語も忘れないようにしたいです。 

「日本語ボランティア養成講座 

＆日本語ブラッシュアップ講座」（近い日程のもの） 

４回 2018年８月 11日（土）（山の日） 

テーマ：小学校における教科指導・日本語指導 

 低学年の言葉（社会科①） 

５回 2018年９月8日（土） 

テーマ：彦根の歴史について 

【時間】午前１０時～１２時 

【会場】 大学サテライトプラザ彦根 

（ＪＲ彦根駅前 「アルプラザ彦根」６階）  

【会費】500円（１回） 

元気でがん

ばってね～ 

会員の動き（５月） 

 


